
安全性や信頼性、具体的には、法令や保安規定、原子炉安全、安定

 運転、設備信頼性、人身安全、防火、放射線安全、等の観点から事象

 の重要度に応じて、グレードを「ＧⅠ」、「ＧⅡ」、「ＧⅢ」と分類しています。
なお、ＧⅡグレード以上の不適合については、「原子炉安全の観点か

 ら見たグレード」についても記載しています。

不適合グレードとは・・・

グレード 不適合の分類

ＧⅠ 修正処置に加えて、是正処置・予防処置の必要性の検討を確

 実に実施すべき重要な事象

ＧⅡ 修正処置に加えて、是正処置の必要性の検討を確実に実施す

 べき事象

ＧⅢ 修正処置を確実に実施すべき事象

（注）
・予防処置：是正処置を他発電所へ展開する処置（＝水平展開）
・是正処置：不適合の原因を除去するための処置（＝再発防止対策）
・修正処置：当該不適合を除去するための処置（＝修理、修正など）

（注）平成２２年３月以前に審議された不適合事象のグレード区分についてはこちら

http://www.tepco.co.jp/kk-np/data/inside/pdf/image2.pdf


【参考】不適合管理の旧グレード区分
（平成１４年１０月２２日～平成２２年３月３１日

 

審議分）

旧グレード 不適合の分類

Ａｓ 法令、安全協定に基づく報告事象

プラントの性能、安全性に重大な影響を与える事象

 

など

Ａ 品質保証の要求事項に対する重大な不適合事象

定検工程へ大きな影響を与える事象

 

など

Ｂ 国の検査等で指摘を受けた不適合事象

運転監視の強化が必要な事象

 

など

Ｃ 品質保証の要求事項に対する軽微な不適合事象

 

など

Ｄ 通常のメンテナンス範囲内の事象

 

など

平成２２年３月までに審議した不適合については下記のとおり区分しています。


